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大学で講師 10年 藤田和之登場で産婦人科充実の６名体制に 

不妊外来が毎日すべての時間帯に 

 藤田医師は大学病院において、長谷川医師の後継の不妊グル

ープのリーダーとして、長年にわたり活躍してきました。今後長谷

川医師と並んで外来に参画します。さらに島、冨永の両女性医師も

加わって、不妊外来が毎日すべての時間帯で行われ(下表)、排卵

の状態のチェックなどがきめ細かくできるようになります。 

４名の医師と胚培養士・吉田で定期的に検討会を行い、長谷川

医師の豊富な経験、藤田医師の大学での新しい知見、胚培養士か

らの情報を総合して、よりよい治療方針を導き出し、患者さんにお

示しします。患者さんのご希望も併せて最終方針を決定します。 

 

 

 

 

 

無精子症でも妊娠が可能に 

 当科では、一般の排卵誘発、人工授精から、体外受精・顕微授

精・凍結胚移植といった高度生殖医療まで行っています。藤田医

師の加入により、従来は大学病院に依頼していた無精子症の治療

も可能になります。すなわち無精子症の夫の精巣から精子を採取

し、凍結保存して、後日顕微授精で受精させる「精巣内精子採取

術」も当科で実施予定で、全ての不妊治療が当科で完結します。 

その２ 不妊治療が充実、最先端技術も 

この１月から新潟大学から藤田和之医師が着任いたしました。藤田医師は、大学で１３年間、うち１０年間は講師として、不妊症治

療、腹腔鏡手術、婦人科悪性腫瘍の最先端の医療を先導してきた大学の「エース」です。これで湯沢、吉谷、長谷川、藤田の当科の部

長４名は、いずれも大学での講師経験者という他に例を見ない陣容となります。しかも卒業年次が昭和 48 年から 63 年まで５年毎に分

布するという風通しのよい構成です。藤田医師の参画によって、当院の産婦人科医療がどのように発展するのかみていきます。 

当科では不妊症での腹腔鏡は行っていますが、藤田医師の加

入で、卵巣腫瘍や子宮筋腫など婦人科手術も、一部腹腔鏡で施

行可能となります。藤田医師が腹腔鏡手術について解説します。 

平成２４年１月より産婦人科に勤務している藤田和之です。当院

には大学から何度もお手伝いに来ており、他の先生方とも馴染み

が深く働きやすいです。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

今回は、腹腔鏡手術とはどのようなものなのかをご紹介したいと

思います。腹腔（ふくくう）とは『おなかのなか』ということで、おなか

のなかをカメラ（鏡）で見ながら小さな傷で手術をする方法です。傷

は、おへその下を横に２cm（そこからカメラを入れる）、左右の下腹

部とへその左横に５mm（小さな穴という感じです。そこからおなか

の中で操作する機械を入れます）です。 

産婦人科の分野で腹腔鏡で手術ができるのは以下のような場

合です。①良性卵巣腫瘍：大きいもの（２０cm 以上）、卵巣腫瘍が

周りの腸などとくっついている場合は下腹部の傷を１カ所３cm くら

いに大きくすることがあります。②子宮筋腫（筋腫のこぶだけをくり

ぬいて取る手術）：こぶが大きかったり、沢山ある場合は開腹手術

になります。③不妊症：おなかの中の子宮内膜症、卵管水腫（卵管

に水がたまってはれた状態）などの治療に行う場合があります。 

腹腔鏡手術の場合入院は５〜６日間くらいで（開腹術の場合１０

日間くらい）、傷の痛みも尐なく、術後すぐに歩けるようになりま

す。腸閉塞などの術後の合併症も尐ないといわれています。ただ

し、腹腔鏡手術を行うには熟練した技術と、状況に応じた判断力

が必要です。大学病院での数多くの経験を生かし、さらに新しい技

術を取り入れて、安全で負担の尐ない治療を行っていきたいと考

えています。まずはお気軽にご相談にお越し下さい。 

 

その１ 婦人科手術でも腹腔鏡を活用 
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《《《臍臍臍帯帯帯抄抄抄》》》▼医師の多くは卒業後（現在では２年間の臨床研修
を経て）大学の各診療科の教室（医局）に入ります。大学病院で研

究・診療し、一般病院にも出て修練を積みます。産婦人科の場合、

およそ卒後７～８年で１人前の医師となり、当院のような病院に就

職します。▼一部の医師は、そのまま大学で「ティーチング・スタッ

フ」とよばれる助教、講師となって、医学部の学生や大学の若手医

師を指導しつつ、大学で研究・診療を続けます。▼湯沢、長谷川は

卒後 16 年目、吉谷は 19 年目まで大学に在籍しましたが、藤田医

師はなんと卒後 24 年目です。講師 10 年は最長記録で、相撲でい

えば関脇在位10年といったところです。長年にわたり大学で培った

技術、知識、経験を加えて、皆さまのお役に立ちたいと思います。

4。 

腹腔鏡手術中の藤田和之 腹腔鏡でみた子宮、卵巣 

不妊外来担当表 月   火   水   木   金 

15:00～17:00 

8:30～11:30 長谷川 藤 田  島  長谷川 長谷川 

長谷川 長谷川  島  冨 永 藤 田 
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